
自然劇場

　4 月 6 日、木島平小学校で入学式が行
われ、36 人が新たに入学しました。こ
れから 6 年間、すてきな学校生活を過
ごしてください。

入学おめでとう

令和４年

主
な
内
容

☆広報きじま平              2～19・26

☆議会だより　           22～29

☆館報生き活き木島平　30～33

☆社協だより　           34～35

☆広報きじま平…………………　2�17・28

　☆議会だより…………………16�21

　　☆館報生き活き木島平……22�25

　　　☆社協だより……………26�27

☆広報きじま平              2～23・40

☆議会だより　　　　　 　　24～29

☆館報生き活き木島平　30～33
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☆館報生き活き木島平　22～25
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月ポイント中央下
X：28.5㎜～31㎜
Y：223㎜

内容ポイント左上
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Y：243㎜
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用語解説 / 歳入
○村　　　税：村民税、固定資産税など納めていただく税金
○地方交付税：地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供できるように国が交付する税金
○国庫県支出金：各種事業に対する国や県からの補助金など
○村　　　債：事業を行うために国や金融機関から借りるお金
○自       主       財     源：村が自ら調達できる財源（村税、手数料、使用料、寄付金等）
○依　  存 　   財       源 ：国、県に依存するかたちで調達する財源（地方交付税、国県補助金等）

一般会計歳入　35 億 4,900 万円

歳　入

35億4,900万円

自主財源
（26.2％）

９億 3,029 万円依存財源
（73.8％）

26 億 1,871 万円

村税（11.3％）
４億 121 万円

繰入金（8.6％）
３億 542 万円

譲与税・交付金
（4.3％）

１億 5,165 万円

負担金（0.2％）
719 万円

寄付金（0.8％）
3,001 万円

繰越金（1.7％）
6,000 万円

諸収入等（3.6％）
１億 2,646 万円

地方交付税（50.7％）
18 億円

村債（6.6％）
２億 3,380 円

国庫県支出金
（12.2％）

４億 3,326 万円

自然劇場

議会だより

特　　集
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特別会計予算
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歳
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用語解説 / 歳出
▼議会費
　議会の運営に要する経費
▼総務費
　村の事務、庁舎管理、村民活動の
　推進に要する経費
▼民生費
　児童・高齢者・障がい者福祉、福祉
医療などに要する経費
▼衛生費
　各種健診、予防接種、環境保全、ご
　み処理などに要する経費
▼農林水産業費
　農林水産業の振興などの経費
▼商工費
　商・工・観光業の振興などの経費
▼土木費
　道路や公園、住宅の整備や除雪など
　に要する費用
▼消防費
　消防活動などに要する経費
▼教育費
　学校教育や生涯学習に要する経費
▼公債費
　村の地方債（借金）を返済する
　元利償還金などの経費

議会費（1.5％）
5,154 万円

総務費（13.1％）
４億 6,469 万円

民生費（20.3％）
７億 2,009 万円

衛生費（5.2％）
１億 8,575 万円農 林 水 産 業 費

（10.6％）
３億 7,651 万円

商工費（8.2％）
２億 9,154 万円

土木費（16.7％）
５億 9,096 万円

消防費（4.5％）
１億 6,042 万円

公債費（11.9％）
４億 2,082 万円

予備費（0.1％）
200 万円

教育費（8.0％）
２億 8,468 万円

会　計　名 予　算　額 前年度比

情 報 通 信 特 別 会 計 7,241 万円 26.6％

学 校 給 食 特 別 会 計 1,974 万円 △ 4.8％

奨 学 資 金 貸 付 事 業 会 計 484 万円 △ 6.0％

後期高齢者医療特別会計 5,995 万円 0.8％

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５億 2,425 万円 △ 2.4％

介 護 保 険 特 別 会 計 ６億 2,346 万円 △ 0.3％

小 水 力 発 電 特 別 会 計 192 万円 △ 7.7％

観 光 施 設 特 別 会 計 6,018 万円 48.9％

下 水 道 特 別 会 計 3 億 6,114 万円 △ 13.7％

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 2,200 万円 △ 18.2％

高 社 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,336 万円 △ 22.0％

水 道 事 業 会 計 11,866 万円 △ 38.1％

歳　出

35億4,900万円
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令和４年度

　主要事業

★：新規事業　■：拡充事業　●継続事業

第６次総合振興計画で掲げる、村づくりの将来像
「これからの農村を生きる～みんなで楽しみをつくりだす村～」

基本目標１　未来と安心を育てる

基本目標２　産業と仕事をつくる

①子育てと教育の村づくり

　◉健やか子育て支援の村づくりの推進
　　☆多子出産祝金（120 万円）
　　☆小学校等入学祝金（360 万円）
　　○妊婦健診・乳幼児検診など母子保健事業（606 万円）
　　○子育て支援室運営事業（153 万円）
　　○発達支援事業（1,149 万円）
　◉木島平型教育の推進（教育委員会）
　　○小・中 GIGA スクール構想事業（539 万円）
　　○体験学習、授業改善、保・小・中連携一貫

　　　　　　　　　　　　教育推進費（532 万円）
　　○コミュニティスクール推進事業（120 万円）
　　○ルクセンブルク交流事業（122 万円）
②暮らしやすさが実感できる村づくり

　◉インフラ整備と交通確保の推進
　　☆歩道用ロータリー除雪車更新（1,083 万円）
　　☆村道 2 号線融雪設備更新（995 万円）
　　○デマンド交通の運行（968 万円）
　　○飯山駅から村へのシャトル便の運行（814 万円）

　◉安心安全な村づくりの推進
　　☆消防軽積載車更新事業（297 万円）
　　□消防団員の処遇改善（800 万円）
　　○災害対策システム維持費（292 万円）
　　○防犯対策事業（243 万円）
③誰もが健康で仲良く暮らせる村づくり

　◉いきいきライフの推進
　　○高齢者健康づくり事業（376 万円）　　
　　○シルバー人材センター運営負担金（205 万円）
　　○老人クラブ活動事業補助金（25 万円）
　◉健康長寿の村づくりの推進
　　○健康運動セミナー・健康ポイント事業（35 万円）　
　　○がん検診事業（457 万円）
　　○健康管理検診の実施（126 万円）
　◉地域医療の確保
　　○北信総合病院運営費補助（73 万円）
　　○飯山赤十字病院経営改善支援補助（620 万円）
　　○病院群輪番制病院運営補助事業（178 万円）

④農と観光を基軸とした交流の村づくり

　◉情報通信を活用した快適な生活
　　○ふう太ネット運営事業（2,061 万円）
　◉農村環境を活用した産業の創出
　　☆地域おこし協力隊・観光地域づくり事業（1,192 万円）
　　☆観光振興局ウェブサイトリニューアル補助金（300万円）　
　　○地域活性化起業人・観光地域づくり事業（760 万円）
　　○農の拠点施設推進事業（2,335 万円）
　　○観光振興局運営補助金（600 万円）
　　○特産品開発補助金（40 万円）
　◉滞在型観光の推進
　　○調布市及び友好交流都市交流事業（184 万円）
　　○カヤの平高原・秋山郷秘境ツアー事業（224 万円）
　◉商工業の振興と新しい産業の創出
　　☆新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
　　　　　　　　　　　　　事業者支援（1,950 万円）　

　　☆村内商品券配布事業（1,446 万円）
　　☆第 2 次飲食店応援商品券発行事業（1,250 万円）
　　○商工会補助金（280 万円）
　　○創業支援補助金（100 万円）
　◉第３セクターの経営改善
　　☆やまびこの丘公園遊歩道舗装修繕工事（550 万円）
　　☆馬曲温泉街灯取替工事（80 万円）
　◉移住定住の促進
　　○ U ターン者住宅新築及び増改築支援補助金（100 万円）
　　○就業・創業移住支援事業補助金（100 万円）
　　○移住体験住宅管理運営事業（76 万円）
　　○住宅リフォーム補助金（253 万円）
　　○空き家等活用補助金（125 万円）
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基本目標３　自然と文化をまもる

基本目標４　人と地域をつなげる

その他

⑥人と地球にやさしい村づくり

　◉環境にやさしい未利用資源の利用促進
　　☆太陽光発電設備設置補助（175 万円）
　　☆生分解性マルチ購入補助（10 万円）
　　□ストーブ購入補助金（薪 50 万円、ペレット 30 万円）
　◉農村の原風景と環境保全の推進
　　〇ケヤキの森公園管理事業（1,100 万円）
　　〇空き家対策事業の推進（5 万円）
　　○河川水質検査（50 万円）
　◉ごみの減量化とリサイクルの促進
　　○プラスチック製容器包装、再商品化等負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66 万円）
　　○不法投棄防止活動（6 万円）
⑦文化が薫るいきいきとした村づくり

　◉暮らしに基づく文化活動の拡大と振興

　　○中町展示館管理運営事業（171 万円）
　　○内山和紙体験の家管理事業（120 万円）
　◉文化財の保存と活用の推進
　　○コミュニティ助成事業（山口区幟ポール）（220 万円）
　　○埋蔵文化財調査事業（221 万円）
　　○文化財保護事業（150 万円）

⑧活力いっぱいの集落 ・ 村づくり

　◉集落機能の維持と強化の推進
　　☆地区集会所建設費補助金（中村区  2,756 万円）
　　☆地区集会所耐震改修工事（稲荷区  827 万円）
　　○協働のむらづくり支援金事業（100 万円）
　◉人権が尊重される村づくりの推進
　　○人権教育などの推進（496 万円）
　◉村民と協働による村づくり
　　☆第 7 次総合振興計画策定に向けた住民アンケー
　　　トの実施（312 万円）

⑨ふれあいと交流ができる村づくり

　◉生涯学習の推進
　　○村民祭の実施（77 万円）
　　○年間を通じた生涯学習事業の実施（97 万円）
　　○村民スポーツフェスティバルの実施（8 万円）
⑩若者のアイデアを生かした村づくりの推進

　◉早稲田大学生による村の活性化に向けた取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（88 万円）
　◉下高井農林高校との連携事業（50 万円）
　◉東京農業大学との連携事業（26 万円）

　　☆村長選挙（453 万円）
　　☆村公式ウェブサイトリニューアル（322 万円）

　　☆村公式 LINE システム導入（63 万円）
　　☆給食センターエアコン取替工事（993 万円）

⑤農村の環境を活かした村づくり

　◉木島平ブランドの確立
　　☆食のアドバイザー委託（240 万円）
　　☆インターネット広告・デジタルパンフレット作成（131万円）
　　○姉妹都市アンテナショップ運営事業（427 万円）
　　○プレミアム米構築事業・米コンクール参加経費（90 万円）
　　○畑作振興作物苗代等補助金（10 万円）

　◉農業の振興
　　☆米価下落対策給付金・水田活用所得安定対策助成（988 万円）
　　☆集落電気柵・緩衝帯整備（糠千区  175 万円）
　　○農業後継者・新規就農者等支援補助金（600 万円）
　◉林業の振興
　　○住宅新築・増築補助（660 万円）
　　□森林環境譲与税の活用
　　　（信州の森林づくり事業のかさ上げ補助（188 万円）

▼根塚遺跡から発掘さ
　れた三韓土器の破片

▲長野史跡 根塚遺跡
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村の補助事業制度のご案内

ください用活ご

　村が実施する補助事業制度をご案内します。本年度から始まる事業や、補助額が増えている事業もあ
りますので、積極的にご活用ください。

補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

地
域
づ
く
り

協 働 の む ら づ く り
支援金事業

住民等が行う自主的、
継続的な活動を支援

公共的団体等が地域の活力を生み出す発展性
及び継続性のある事業を支援（令和４年度の
募集は終了しました）
＊ソフト：10/10 以内（上限 20 万円）
＊ハード：2/3 以内（上限 40 万円）

政策情報係
内線 114
　　 115

財団法人自治総合
センター等の助成
事業

区のコミュニティ活動（獅
子舞等）や自主防災組織に
必要な資機材（祭具一式、
ヘルメット１揃

そ ろ

え等）を備
える費用の一部を補助

区の行事活動に必要な施設整備等に対する補助
＊補助額 100 万円～ 250 万円
自主防災組織が行う防災活動に必要な施設整
備等に対する補助
＊補助額 30 万円～ 200 万円

姉妹都市宿泊施設利
用費助成金

調布市への宿泊費用の一部
を助成

村内に在住、在勤、在学または村内の団体等
に所属する者が調布市を訪問し、市内宿泊施
設で宿泊した場合に助成

（1 回につき２泊まで、年度中３回を限度）
＊助成金額
　①調布市民、団体等との交流を目的とする　
　　宿泊：１泊につき、３,000 円 / 人
　②①以外の宿泊：１泊につき、2,000 円 / 人

結
婚

結婚祝金
新たに結婚し、村に定住す
る意思のある夫婦に対し、
結婚祝金を交付

平成 31 年 4 月 1 日以降に結婚した 40 歳以下
かつ婚姻届提出から３年以内に夫婦ともに村
に住民登録された夫婦で、１年間村に居住し、
さらに将来にわたり村に定住する意思のある
夫婦に祝金 10 万円を交付

健康福祉係
内線 124

結婚新生活支援事
業

令和４年 1 月 1 日～令和５
年３月 31 日に結婚し、村に
定住する意思のある 39 歳以
下の夫婦に対し、新生活の費
用の一部を補助

引越、住宅取得、住宅の賃料、リフォーム費
用に対して補助
＊補助金額
　夫婦ともに 39 歳以下の夫婦　上限 30 万円
   （夫婦ともに 29 歳以下の夫婦　上限 60 万円）

移住定住
推進係

内線 141
婚活イベント参加
支援補助金

県内で開催される婚活イベ
ント参加費用の一部を助成

（村主催のイベントを除く）

25 歳以上の独身者に補助
＊参加費の 1/2（上限 3,000 円、2 回まで）

妊
娠
・
出
産

新生児聴覚検査費
用補助金

新生児の聴覚検査費用を助
成

出生後に行う新生児の聴覚検査費の助成
＊ 5,000 円上限

健康福祉係
内線 125
　　 127

産後ケア事業

産後の体調不良や強い育児
不安があり、保健指導を必要
とする母子に対し、心身のケ
アや育児サポートを行う

産後 12 か月までの母子を対象に補助
＊自己負担割　課税世帯３割
　　　　　　　非課税世帯が１割
　（金額は医療機関等により異なる）

不妊治療費補助金 不妊及び不育症に対する保
険適用外医療費の補助

＊ 1 治療 30 万円 / 年 
＊長野県特定不妊治療支援女性の拡充

ス
ポ

ー

ツ

コーチングアシスタ
ント養成講座

スポーツ指導者の養成及び
資質の向上を図るため、各
種公認資格取得に要する経
費を助成

村内でスポーツ活動を実施しているスポーツ
クラブ、スポーツ教室等の指導者を対象に、
日本スポーツ協会等の公認資格を取得するた
めに要する経費を助成
＊助成金額　25,000 円以内／ 1 人

生涯学習係
0269

（82）
2041

スポーツ選手強化
補助金

スポーツ分野において全国
的または国際的に活躍する
選手に対する補助

予選会を経て全国大会または国際大会に出場する
選手等が負担する経費の一部を補助＊補助金額
　年間上限 30 万円

詳しくは役場 0269-82-3111 または農村交流館 0269-82-2041 までお問い合わせください。
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

ご
み

生ごみ堆肥化機器
購入費補助金

家庭から出る生ごみの堆肥
化機器購入費を補助

堆肥化機器購入費の一部を補助（次のいずれ
も上限２万円）
＊生ごみ処理機　購入費の 1/2
＊生ごみ処理容器　購入費の 2/3
  （生ごみ処理容器：コンポスト容器、密閉容器）

生活環境係
内線 122

廃棄物集積施設整
備事業補助金

区がごみステーションを設
置及び更新する経費を補助

区が整備するごみステーションの設置及び更
新に要する経費の一部を補助
＊補助額　上限 10 万円

高
齢
者
・
福
祉

特殊詐欺等被害
防止対策機器設
置補助金

特殊詐欺等被害防止の機
能を有した電話機または
装置の購入に対する補助

＊購入及び設置に要した費用の 1/2 以内　
（上限 10,000 円）

生活環境係
内線 121

高齢者（障がい者）
にやさしい住宅改
修事業補助金

高齢者で介護認定を受けた
人及び障がい者が生活する
住宅改修費の一部を補助

＊事業費の 9/10 以内（上限 70 万円）

健康福祉係
内線 124
内線 125
内線 126

弱者世帯トイレ水
洗化補助金

70 歳以上の世帯、障がい
者世帯のトイレ水洗化工事
費の一部を補助

＊工事費の 1/2（上限 50 万円）

障がい者等通所費
助成事業

障がい者施設等への通所
に要する交通費の一部を
助成

＊通所に要した交通費の 1/2 以内
（上限 10,000 円 / 月）

障がい者日常生活
用具給付事業 障がい者の生活支援 障がい者の自立した日常生活を支援するた

め、日常生活用具の貸与及び購入費補助

高齢者等の運転免
許証自主返納等支
援事業

運転免許証の自主返納者に
デマンド交通ふう太号の無
料回数券を交付

平成 31 年 4 月以降全ての運転免許証を自主
返納または失効した 65 歳以上の人あるいは
18 歳以上の障がいを持つ人にデマンド交通
の回数券を交付

デマンドバス利用
助成金

デマンドバスふう太号の利
用助成

高齢者及び障がい者の村内利用料の助成
＊ 300 円のところ 100 円で乗車

寝たきり老人等紙
おむつ助成金

在宅で要介護３以上の高齢
者及び重度障がい者を対象
に紙おむつ費用を助成

＊ 3,000 円 / 月を上限

福祉医療費給付金 子どもや障がい者等の医療
費の一部を補助

高校３年生までの子ども、障がい者、母子・
父子家庭の医療費を補助
＊１医療機関、1 月あたり 500 円は個人負担

健
診
・
が
ん
検
診

健康管理検診事業 検診費用の助成
特定健診、いきいき健診（75 歳以上）、若者
健診（19 歳～ 39 歳）の無料化
※村で行う健診のみ

がん検診推進事業
胃、大腸、肺、子宮、前立腺
乳がん検診の受診料の一部
を助成

村で行うがん検診が対象
＊概ね受診料の 2/3 を助成
　（特定年齢は無料券を配布）

乳 が ん 検 診（ 超 音
波）検診費用助成

医療機関の乳がん超音波検
査を受診した場合に、費用
の一部を補助

40 ～ 74 歳の前年にマンモグラフィ検診を受
けた方を対象に補助
＊検査１回につき 1,000 円

人 間 ド ッ ク 検 診 料
助成事業

国民健康保険または後期高齢
者医療保険被保険者の人間
ドック検診料の一部を補助

＊１泊２日　２万 5,000 円
＊日帰り　　２万円
＊脳ドック（国保のみ）１万 5,000 円

生活環境係
内線 123

ド
ナ

ー

骨 髄 バ ン ク ド ナ ー
助成事業

（詳細は 18 ページへ）

骨髄バンクドナー登録の推
進を図るため、ドナー及び
勤務事業所に助成金を交付

骨髄等の提供のための通院、入院又は面談に
要した日数に対して助成金を交付する

健康福祉係
内線 124

2022.4
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

予
防
接
種

おたふくかぜ予防
接種助成

（詳細は 17 ページへ）

おたふくかぜ予防接種費用
の一部を助成

接種日時点の満 1 歳～ 6 歳（未就学児）を対
象に助成
＊上限 3,000 円（１人１回限り）

健康福祉係
内線 125
　　 126
　　 127

高齢者インフルエン
ザ予防接種費助成

高齢者のインフルエンザ予
防接種費用の一部を助成 ＊窓口個人負担 1,500 円

高 齢 者 肺 炎 球 菌 予
防接種費助成

（詳細は 17 ページへ）

高齢者の肺炎球菌予防接種
費の一部を助成 ＊窓口個人負担 2,000 円

子どもインフルエ
ンザ予防接種助成

中学生までのインフルエンザ
予防接種費用の一部を助成 ＊１回 2,000 円助成（接種は２回まで）

造血細胞移植後の
ワクチン再接種費
用助成事業補助金

小児がん等の治療を目的と
して行う骨髄移植、末梢血
管細胞移植またはさい帯血
移植（自家移植を除く）後
に医師が認めた場合におい
てワクチンの再接種を受け
る費用に対して助成

ワクチンの再接種を受ける日及び申請時にお
いて 20 歳未満であり、村内に住所を有する
者の保護者を対象に、令和３年４月１日以降
に再接種したワクチンに係る費用に相当する
額を助成（抗体検査、医師が記載する理由書
等の費用は含まない）

農
林
業

山菜栽培苗購入費
補助金

山菜を栽培し、販売する農
家がそれらの苗を購入する
場合に補助

山菜を栽培し、販売する農家等がタラの芽、
根曲がり竹、ワラビ、ゼンマイの苗の購入に
要した経費について補助
＊経費の 1/3 以内

農林係
内線 131

振興作物苗代等補
助事業

村指定の振興作物を栽培
し、販売する農家が種苗を
購入する場合に補助

新規または作付け拡大する村指定の振興作物の種
苗購入代金の一部を補助
＊概ね種苗購入代の 1/3 補助

信州産ペレット消費
拡大事業

ペレットストーブまたはペ
レットボイラーを購入する
場合に補助

ペレットストーブまたはペレットボイラーの
購入経費の一部を補助
＊経費の 10/10 以内（上限 10 万円）

薪ストーブ等購入費
補助金

薪ストーブ等を購入する場
合に補助

薪ストーブ等の購入経費の一部を補助
＊経費の 1/2 以内（上限 10 万円）

強い農業・担い手づ
くり総合支援交付金

融資等を受け、農業用機械
等を導入する場合に補助

認定農業者等が融資等を受け、農業用機械等
を導入する際、融資残について補助
＊事業費の 3/10（上限 300 万円）

土地改良事業等補助
金

農業者等の２人以上の団体
が、圃場整備及び暗渠排水
事業を行う場合に補助

受益面積が概ね 10a 以上で、事業費が 10 万
円以上の場合に補助
＊事業費の 4/10 以内
＊直営施工事業費の 8/10 以内

環境負荷低減農業推
進補助金

農地への使用を目的とした
生分解性マルチを購入する
場合に補助

生分解性マルチの購入経費の一部を補助
＊経費の 1/4 以内

ハウス栽培施設設置
事業

ハウスを新設、増設する場
合または灌水設備を設置す
る場合に補助

野菜・花木等の栽培で 100㎡以上のハウスを
新設、増設する場合またはハウス栽培に必要
な灌水設備を設置する場合に補助
＊ハウス：10 万円
＊灌水設備：経費の 1/3 以内

名水火口そば栽培補
助金

そばの刈取りを農業振興公
社等に委託する場合に補助

１団地 10 ａ以上栽培する農家等がそばの刈
取りを農業振興公社等に委託し、その刈取り
に要した経費に対し補助
＊刈取り 10 ａ当たり、7,500 円以内

詳しくは役場 0269-82-3111 または農村交流館 0269-82-2041 までお問い合わせください。



補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

獣
害
防
止

獣害被害防止総
合対策交付金 電気柵を購入する場合に補助 購入に要した経費に対し補助

＊対象経費の 1/2 以内（上限２万円） 農林係
内線 131狩猟免許取得補

助
狩猟免許を取得・更新する場
合に補助

免許を取得・更新した年度の事前講習テキス
ト代及び受験手数料、更新料等を補助
＊合計額の３/10 以内

住
ま
い
づ
く
り

下水道排水設備
改造借入利子補
助

下水道接続工事やトイレの水洗
化に要した費用への融資をあっ
せんし、その利子を補助

＊工事費の 9/10 以内（上限 200 万円）
＊融資額の返済額の利子補助

国調・
水道係

内線 154

住まいづくり促
進事業補助金

（詳細は 11 ページへ）

村の集落環境や景観に配慮した
住宅を新築及び増築する場合
に、工事費の一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事の場合に補助

（ともに 18 歳以下の扶養親族数及び県産材使用等
による加算あり（年齢による制限あり））
＊新築 １/10 以内（上限 100 万円）
＊増築 １/10 以内（上限 75 万円）

農村整備係
内線 151

克雪住宅普及促
進事業補助金

（詳細は 11 ページへ）

雪下ろしに伴う経済的負担の軽
減、雪下ろし作業中の転落事故
の未然防止を図るため住宅を克
雪住宅に新築、増改築及び命綱
固定アンカーや雪下ろし型物置
の設置等を行う場合に工事費の
一部を補助

融雪型克雪住宅の場合
＊工事費の 1/5 以内（上限 60 万円）
自然落雪型克雪住宅の場合（改築のみ）
＊工事費の 1/5 以内（上限 45 万円）
雪下ろし型克雪住宅（命綱固定アンカー等の設置）
の場合（改修のみ）
＊工事費の 1/2 以内（上限 8 万円） 
 （高齢者世帯等の場合にかさ上げあり）

集合賃貸住宅建
設費補助金

村内への定住促進のため、集合
賃貸住宅（アパート）を建設す
る事業者に工事費（土地代を除
く、居住専用部分を建築する建
築費）の一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事
＊戸数に 100 万円を乗じて得た額（上限 400 万円）
村外に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事
＊戸数に 50 万円を乗じて得た額（上限 200 万円）  

（1 戸当たりの居住専用延床面積が 40㎡以上で各
戸に炊事場、浴室及び便所が設置されていること

（車庫及び、居住部分以外の用途のものは対象外））

住宅耐震改修事
業補助金

住宅の耐震改修および建替工事
費の一部を補助

木造住宅の耐震診断（無料）を実施し、耐震改修
が必要となった場合に補助
＊工事費用の 8/10 以内（上限 100 万円）

住宅リフォーム
等補助金

（詳細は 11 ページへ）

持家住宅の増改築工事や、断熱
化リフォームを行う場合に工事
費の一部を補助

村内に営業所がある建設業者及び個人事業者等が
施工する工事であることなどの条件を満たす場合

（事前に問合せください）
＊工事費が 10 万円以上でその費用の 1/5 以内
　（上限 10 万円）

若者定住家賃補
助金

若者定住促進のため、村内にあ
る賃貸住宅に入居する者の家賃
の一部を補助

＊月額 4 万円を超える家賃に対し、１万円を上
　限に補助（年齢、収入による制限あり）

住宅用太陽光発
電・蓄電設備設
置費補助金

新エネルギー活用による自然環
境の保全のため、既存住宅へ太
陽光発電設備または蓄電設備を
設置する場合に補助

①住宅用太陽光発電設備
＊経費の 10/10 以内（上限 20 万円）
②住宅用蓄電設備
＊経費の 10/10 以内（上限 15 万円）
①②ともに設置する場合
＊経費の 10/10 以内（上限 35 万円）

政策情報係
内線 115

2022.4
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補助金名称 制度概要 補助制度の内容 担当係

就
農
者

新規就農研修者
支援事業補助金

農業後継者または新規就農者
を育成するため、農業振興公
社等で研修を受ける者へ補助
金を交付

農業経営を開始するために、研修を継続的に
受講する場合に補助金を交付する
＊日額 8,000 円（限度額 150 万円）

農林係
内線 131

農業後継者等育
成奨励金

新たに就農した農業後継者ま
たは新規就農者の育成のため
奨励金を交付

農業後継者不足の対策として、担い手を確保
するため、新たに認定新規就農者または認定
農業者に認定された者へ奨励金を交付する
＊ 100 万円 / 人

新規就農者育成
総合対策経営開
始資金

49 歳以下の者が新規に就農す
る場合に資金を交付

新たに経営を開始する認定新規就農者に対
し、資金を助成する
＊ 150 万円 / 人・年（最長３年間）

商
工
業

創業支援補助金
村内に事業所を新たに設置す
る者に対し土地取得など必要
な経費の一部を補助

製造及び営業のための土地、建物及び設備の
取得または改修に要する経費を補助
＊経費の 1/2 以内（上限 100 万円）

商工観光係
内線 134

中小企業退職金
共済制度補助金

村内企業が納める共済掛け金
の一部を助成（最大２年間）

＊１年次　被共済者１人あたり 1/5
　　　　　　　　　　　　（上限 600 円 / 月）
＊２年次　被共済者１人あたり 1/10
　　　　　　　　　　　　（上限 300 円 / 月）

特産品開発推進
奨励補助金

特産品の開発・流通等の調査・
研修・製造に必要な機材の購
入等に要する経費の一部を助
成

村内の企業・在住者等を対象とし、地域の資
源を使って新たに特産品としての開発を行う
場合＊事業費の 1/2 以内（上限 20 万円）

産業企画係
内線 141

移
住
定
住

JR 飯山駅飯山市
営駐車場利用補
助金

JR 飯山駅の利用促進と村への移
住定住促進のため、月極め駐車
場の利用料の一部を補助

＊平面・立体駐車場の月極利用料金の 1/2 を補助
農村整備係

内線 151

空き家活用等補
助金

※空き家バンク
　登録物件が対
　象となります

空き家の有効活用を通し、移住
定住の促進及び廃屋化防止のた
めの家財搬出等、空き家の改修
及び空き家の取得に関わる費用
の一部を補助
※賃貸業を目的として、空き家
　を取得し、貸し出す予定のあ
　る方も補助の対象となりました

＊家財搬出等は 1/2 以内（上限 10 万円）
＊改修は 20 万円以上の工事で 1/2 以内
　（上限 50 万円）
＊取得の場合は 1/10 以内（上限 50 万円）
　（扶養する子による加算あり） 移住定住

推進係
内線 141

Ｕターン者住宅
新築及び増改築
支援補助金

Ｕターン者の同居等による空き
家の発生防止と、村への移住定
住促進を目的に、親等との同居
等を目的とした住宅建築費の一
部を補助

18 歳以下の子を扶養するＵターン者（※ 1）が、
２親等以内の親族との同居（※ 2）を目的に住宅
を新築・増改築した場合に、建築費の 1/2 以内で
100 万円を上限に補助。

（※ 1）転入から３年以内の者を含む
（※ 2）隣接地への居住を含む
（※ 3）令和６年度までの時限補助制度

教
育

児童生徒検定等
チャレンジ助成
金

小中学校に在学中の児童及び
生徒に対し検定試験等の受験
費用を助成する

小中学校の校長が奨励する資格取得試験が対
象で、助成対象経費の半額を助成
＊年間上限　5,000 円 / 人

子育て
支援係

内線 162

各種補助事業を活用して、

住みよい村づくりや村の活性化への取組を進めましょう。

詳しくは役場 0269-82-3111 または農村交流館 0269-82-2041 までお問い合わせください。



克雪住宅普及促進事業補助金

住まいづくり促進事業補助金

住宅リフォーム補助金

　村及び長野県では、“ 住宅屋根の雪下ろしをしない ”
または “ 安全に雪下ろしができる克雪住宅 ” を普及す
るため、住宅の新築や屋根の改修をするための補助を 
行っています。雪下ろしの安全対策としてぜひご活用
ください。

◉補助率等
　○融雪型住宅（新築・改築）
　　【補助率】対象工事費の 20%【補助上限額】60 万円
    ○自然落雪型住宅（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限額】45 万円
　○雪下ろし型克雪住宅（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 50%　【補助上限額】8 万円
　○雪下ろし型克雪物置（改築のみ）
　　【補助率】対象工事費の 50%【補助上限額】8 万円
 ※融雪型及び自然落雪型では、高齢者世帯等の場合
　 に補助率・限度額がかさ上げとなる場合がありま
　 すので、事前にご相談ください。

　木島平村の集落環境や景観に調和しながら魅力ある
 農村らしい景観を形成し、高齢者になっても子ども
 や孫たちと安心して暮らせる住まいづくりを目指す
 人に対し、住宅を新築または増築する場合に工事費
 の一部を補助します。
　また、二酸化炭素排出量の削減の取組とし、断熱化
などの一定以上の要件を満たす場合に、 段階的に補助
金が加算される制度に拡充しました。
※本年度から基準内容が一部変更となりましたので、
    事前にご相談ください。

◉補助率等
　○新築工事費の 10％以内 ( 上限 100 万円 )、
　　県産材利用で 15％以内 ( 上限 150 万円 )
　○増築工事費の 10％以内 ( 上限 75 万円 )、
　　県産材利用で 15％以内 ( 上限 100 万円 )
　○加算額　
　  ・18 歳以下の扶養親族 ( 同居する子 ) 一人あたり
　　  5 万円 (15 万円限度 )
　 ・環境に優しい住まいの一定基準を満たすと 10 万円
　  ・ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）基準を
　　満たすと 50 万円　※環境に優しい住まいの一定基
　　準を満たして 10 万円の加算があった場合は 40 万円

　住宅リフォーム推進協議会では、村内住宅関連産業の 
活性化、村民の皆様の居住環境の向上および二酸化炭素
排出量の削減を目的に、通常の住宅リフォームと住宅の
断熱性能の向上を目的とした断熱化住宅リフォームの
工事費に対してそれぞれ補助を行います。
　村内の業者が施工するリフォーム等を計画されてい
る方は、ご活用ください。
　なお、住宅リフォームを過去に受けた場合でも、補助
 金を受けた年度を含め７年経過した方であれば再び住
 宅リフォームの対象となります。
※住宅リフォームを過去に受けた方でも断熱化住宅リ
　フォームを受けることができます。

◆住宅リフォーム
　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限】10 万円
　【補助対象工事例】
　○省エネルギー化への改修（二重サッシの取付、複
　　層ガラスへの取替、灯具の LED 化、エコキュー
　　トの設置、冷暖房機の更新など）
　○トイレの改修工事（和式トイレから洋式トイレの
　　改修など）　など
◆断熱化住宅リフォーム
　【補助率】対象工事費の 20％【補助上限】10 万円
　【補助対象工事】
　○浴室及び脱衣室若しくは、一部屋以上の居室のすべて
         の窓において、断熱化改修を行う工事を含む、断熱化
         改修工事。併せて、照明器具の LED 化改修も行えます。
         （二重サッシの取付、複層ガラスへの取替）

農村整備係　内線 152住まいづくりの補助金をご紹介します
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８
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３
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角田  道
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夫さん
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重さん
 （西小路）

山﨑  佐
さ き

起
 （中村）

長野安
あ ん な

那さん丸山将
しょうま

真さん小林海
か い と

仁さん

総務課
政策情報係

島﨑  光
こ う た

太
 （内山）

総務課
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金井  正
まさひろ

博さん
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で

　

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】



13

　

◉木島平小学校
　教頭　　野田　俊司　　　信州新町中
　教諭　　太田　典孝　　　高丘小
　教諭　　和田　恵美子　　平野小
　主幹　　北條　正　　　　野沢温泉中
　ALT　　アラン・ カヌス　退職
　支援員　内川　僚也　　　退職

　（研修派遣）
　教諭　　瀧澤　幸広　　　信州大学大学院
　教諭　　丸山　幸恵　　　上越教育大学大学院

◉木島平中学校
　教諭　　中山　裕之　　　上田市立長小
　教諭　　佐々木　泰斗　　信州大学教育学部
　　　　　　　　　　　　　附属松本中
　教諭　　毛利　亮太　　　高社中
　教諭　　青木　千鶴　　　南宮中
　教諭　　小林　梨恵　　　柳原小
　講師　　牛久保　優香　　小布施中
　講師　　小林　誠　　　　千葉市立土気南小
　技師　　橋詰　千世　　　柳原小
　講師　　丸山　らん　　　南宮中
　支援員　大平　好宏　　　退職

◉木島平中学校
　教諭　　髙見沢　治子　　松代中
　教諭　　今井　輝彦　　　信州大学教育学部
　　　　　　　　　　　　　附属長野小
　教諭　　古畑　知子　　　高丘小
　教諭　　宮﨑　明日香　　新規　
　講師　　山口　諒偲　　　新規
　講師　　佐々木　祥太　　中野平中
　講師　　岩本　秀昭　　　高丘小

◉木島平小学校
　教頭　　中村　深志　　　　三水小
　教諭　　成田　真由　　　　松尾小
　教諭　　黒岩　勝廣　　　　野沢温泉小
　助教諭　北條　美和　　　　栄小
　講師　　池上　宣広　　　　中野小
　主事　　鎌倉　知海　　　　松尾小
　ALT　　ロス・ジャステン          新規
　支援員　鷲森　茂治　　　　新規
　スクールサポートスタッフ　
　　　　　藤沢　正弘　　　　新規

ありがとうございました（転出）※校名は新勤務先

※敬称略、ふりがな省略

よろしくお願いします（転入）※校名は旧勤務先

小・中学校の人事異動

   
土
地
や
建
物
な
ど
固
定
資
産
税
の

   
評
価
額
が
確
認
で
き
ま
す　

◉
縦
覧
制
度

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
、
自
分

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧
帳
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

◉
閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
を
所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る

人
が
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ

た
自
己
資
産
の
内
容
を
確
認
で
き
る
制
度

で
す
。

◉
期
間　

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

◉
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◉
場
所　

役
場　

総
務
課
税
務
係

◉
持
ち
物

①
共
通　

運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人

　

納
税
義
務
者
の
委
任
状

③
借
地
・
借
地
人　

不
動
産
賃
貸
契
約

④
相
続
人　

戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係
が

　

わ
か
る
も
の

◉
手
数
料　

無
料

◉
注
意
事
項　

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ

　

ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

2022.4
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◉
電
子
式
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
確
認

　

積
雪
に
よ
り
冬
期
間
行
っ
て
い
な
か
っ

た
水
道
・
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
４

月
末
か
ら
行
い
ま
す
。（
ス
キ
ー
場
・
池
の

平
の
自
動
検
針
地
区
は
除
く
）

　

今
回
の
検
針
に
よ
り
、
冬
期
間
に
使
用

し
た
水
量
が
確
定
す
る
た
め
、
概
算
で
い

た
だ
い
て
き
た
料
金
と
、
実
際
に
使
用
し

た
料
金
の
差
額
を
、
５
・
６
月
分
で
精
算
し

ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
５
月
中
旬
に
お
送

り
す
る
「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◉
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
回
の
検
針
時
に
漏
水
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
検
針
員
が
お
知
ら
せ
を
置
い
て
い

き
ま
す
。
敷
地
内
で
漏
水
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
村
の
水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
漏
水
の
場

合
に
は
料
金
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
調
・
水
道
係
ま
た
は
、
水

道
指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
上
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
正
確
に

　

行
う
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　

置
い
た
り
、
自
動
車
を
止
め
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
は
、
敷
地
の
出
入
り
口
や
水
道

　

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

矢印の部分が水を使っ
ていなくても回ってい
る場合は漏水です。ア
ナログ式メーターは地
中の水道ボックスの中
にあります。

◉
ア
ナ
ロ
グ
式
メ
ー
タ
ー
の
確
認

上
下
水
道
の
冬
期
精
算
と
漏
水
確
認
の
お
願
い

壁などに水道の計測
器が取り付けられて
い る お 宅 で 、 上 の
マークが表示されて
いる場合は漏水の疑
いがあります。

令和４年度
水質検査計画を
公表しています

　計画は、村公式ウェ
ブサイトでご覧いただ
けるほか、国調・水道
係でも閲覧できます。

　
【
国
調
・
水
道
係　

内
線
１
５
４
】

漏水警告表示

【土地条件】◉申込条件（次のすべてに該当する方）
①　土地購入後５年以内に自ら居住するための専用住宅を新築し居住できる方
②　分譲地の分譲代金を村長が指定する期日までに納入できる方
③　自己住宅の所在地を含む地域におけるコミュニティ活動に積極的に参加
　　し、地域との協調と連帯を図ることができる方
④　本人および同居予定者が、村税等を滞納していない方
⑤　本人および同居予定者が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法
　　律第２条第６号に規定する暴力団員でない方
⑥　転売を目的とした分譲の申込みでない方
⑦　契約を締結する能力を有する方または破産者で復権を得ないものでない方

3115-5

D 区画　

334.67 ㎡

(101.2 坪 )

504 万円

3115-6

E 区画　

335.08 ㎡

(101.3 坪 )

505 万円

3115-7

F 区画　

334.86 ㎡

(101. ３坪 )

428 万円

商 談 中

3115-11

B 区画　

362.62 ㎡

(109.7 坪 )

530 万円

成 約 済

特別養護老人ホーム
里山の家木島平
( 旧北部小学校 )

旧北部小学校
クラブハウス

村道

村道

〇都市計画　区域外
〇用途地域　指定なし     
〇建ぺい率　指定なし
〇容積率　　指定なし
〇木島平村自然保護条
例、木島平村定住促進宅
地分譲要綱および団地
内建築協約の適用あり

ヒルズタウン御殿

　　　　 宅地分譲中！

所在地　下高井郡木島平村大字穂高
　　　　3115-5、6、7、11

詳細は村公式ウェブサイト、または
担当係までご連絡ください。

　  【農村整備係　内線１５１】

【見取図および分譲価格】
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緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
緑
の
募
金
で

は
26
万
３
３
９
１
円
の
募
金
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
毎
年

公
共
施
設
の
緑
化
や
苗
木
頒
布
会
の
苗
木

代
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動
費
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
隣
組
回
覧
に
て
各
家
庭
に
チ

ラ
シ
と
緑
の
募
金
用
封
筒
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
苗
木
頒は
ん
ぷ布

会
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

５
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時

※
苗
木
が
終
わ
り
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

○
場
所　

役
場
南
側
広
場

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

▲苗木頒布会の様子

    

ト
ラ
ク
タ
ー
を
貸
し
て
い
ま
す

◉
貸
与
機
械　

21
馬
力
級
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　

ロ
ー
タ
リ
ー

◉
使
用
料　

 

１
日　

５
０
０
０
円　

　

半
日
（
４
時
間
ま
で
）　

２
５
０
０
円

　

※
燃
料
は
満
タ
ン
貸
出
、
満
タ
ン
返
し

◉
注
意
事
項

　

使
用
者
原
因
の
破
損
や
故
障
は
、
修
繕

費
全
額
を
ご
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
申
込
先　

農
業
振
興
公
社

　

電
話　

０
２
６
９
（
８
２
）
３
４
７
４

※
使
用
の
３
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
一
定
の
条
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　

    

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

村
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
必

要
と
な
る
顔
写
真
の
無
料
撮
影
な
ど
申
請

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休

日
予
約
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
休
日
窓
口
開
設
日
時
（
要
予
約
）

　

５
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

　

６
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  
馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
運
行
日
程

　

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
の
運
行
日
程

（
４
月
19
日
（
火
）
～
５
月
20
日
（
金
））

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
４
月

○
19
日
（
火
）
中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

○
22
日
（
金
）
南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
26
日
（
火
）
糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・

　

大
町
・
中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

◉
５
月

○
10
日
（
火
）
南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
13
日
（
金
）
糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・

　

大
町
・
中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

○
17
日
（
火
）
中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

○
20
日
（
金
）
南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

※
各
地
区
の
乗
車
場
所
に
、
午
前
10
時

　

ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

　

地
区
は
９
時
45
分
）。

※
池
の
平
地
区
の
皆
様
は
当
日
午
前
９
時

　

ま
で
に
馬
曲
温
泉
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

 

国
民
年
金

 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
利
用
を

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
承
認
を
受
け
る
と
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
し
て
か
ら
約
２
か
月
後
に
日
本
年

　

金
機
構
か
ら
審
査
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

〇
毎
年
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す

　

学
生
納
付
特
例
は
、
申
請
日
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を

１
年
度
と
し
て
審
査
す
る
た
め
、
年
度
ご

と
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

〇
10
年
以
内
な
ら
追
納
が
可
能 

　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
で
受
給
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〇
対
象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高

　

等
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以

　

上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
以
下 

○
持
ち
物　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

　

の
、
学
生
証
（
両
面
の
コ
ピ
ー
）
ま
た

　

は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の
際
に
障
害

　

基
礎
年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

2022.4
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【生活環境係　内線１２３】

令和４年度から国民健康保険税の税率が変わります
～ご理解とご協力をお願いします～

１．国民健康保険の仕組み
　国民健康保険（国保）は、病気やケガをした
際に安心して医療機関にかかることができるよ
う、加入者の皆さんの国民健康保険税（保険税）
と国などの公費により成り立っている医療保険
制度です。その財政状況は、加入者の減少や高
齢化、1 人当たりの医療費が年々増加する中で、
厳しい状況にあります。より安定的で持続可能
な制度とするため、平成 30 年度にはこれまで
の市町村単位の運営から、都道府県単位で運営
する国保へ広域化しました。このことにより、
市町村は医療費水準や所得水準に応じた納付金
を県へ納め、県からの交付金で医療費の支払い
を行っています。

３．税率の改定内容
　保険税は、次の医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分を合算したものです。国保加入
者ひとりひとりの前年の所得等に応じて計算し、世帯で合算し世帯主（納税義務者）に課税されます。
　【税率改定のポイント】
　◉国民健康保険加入者が減少しているが、１人当りの医療費は年々増加している。
　　→　県への納付金額を加入者からの保険税で賄うため、保険税率を改定する
　◉県の保険税統一方針に基づき、資産割を半分にする。
　　→  資産割が半分になることにより、所得割、均等割、平等割を増額する

４．保険税の引き上げを抑制するために
　保険税の引き上げ幅を抑制する効果が見込まれるのが医療費の減少です。加入者が健康的な生活を
送ることはもちろん、村が行う特定健診・特定保健指導、若者健診、各種がん検診を積極的に受診し、
疾病の早期発見・早期治療による重症化予防に努めましょう。また、ジェネリック医薬品（後発医薬
品）の利用も医療費の減少に効果的です。

２．資産割の廃止にむけて
　現在は市町村ごとに保険税率を決めています
が、将来的に県単位で統一していく方針が示さ
れています。長野県では令和９年までに資産割
を廃止するとしており、今回の税率改定では、
前回の税率改定（平成 31 年度）同様、資産割
を半分にします。

【資産割とは】
　住宅・宅地等の所有している資産への課税を
主としているもので、年金生活者等の低所得者
であっても、均等割や平等割のような軽減制度
がありません。また、金融資産や他市町村にあ
る農地等には課税できないことから、不公平と
の意見があります。

区分
（対象）

医療給付費分
（すべての加入者）

後期高齢者支援金分
（すべての加入者）

介護納付金分
（加入者のうち
40 歳～ 64 歳の人）

改正前 改正後 差 改正前 改正後 差 改正前 改正後 差
所得割
（加入者の合計所得に対して） 6.50% 6.50% ー 2.60% 2.60% ー 1.90% 2.60% 0.70%

資産割
（加入者の固定資産税額に対して）15.50% 7.75% △7.75

％ 6.00% 3.00% △3.00
％ 5.80% 2.90% △2.90

％

均等割額
（加入者１人当たり）

20,700
円

21,000
円 300円 7,900

円
7,900
円 ー 7,600

円
9,300
円

1,700
円

平等割額
（１世帯当たり）

22,100
円

22,100
円 ー 8,500

円
8,500
円 ー 5,600

円
7,800
円

2,200
円
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　村では、おたふくかぜの蔓
まんえん

延防止と子育て家庭の
経済的負担の軽減を図るため、おたふくかぜ予防接
種費用の一部を助成します。
◉ “ おたふくかぜ（流行性耳

じ か せ ん え ん

下腺炎）” とは
　３～６歳のお子さんが多く発症する全身感染症で、
 潜伏期間の 2 ～ 3 週間の後、発熱などの症状のほか
に耳下腺腫脹が見られ、1 週間程度症状が続きます。
合併症としては、無

むきんせいずいまくえん

菌性髄膜炎、脳炎、膵
すいえん

炎、難聴が
あります。特に難聴合併が発症すると高度以上の難
聴が多く、聴力の回復が困難な場合があります。
◉この予防接種は任意接種です
　予防接種による効果や副反応、健康被害救済制度
などを保護者の方がよく理解いただき、接種につい
てのご判断をお願いします。
　今年度接種をしない場合でも、来年度以降年長児
までの期間での接種が可能ですので、ご検討ください。

◉対象者
　接種日に村に住所がある満１～６歳（年長児）で、
 おたふくかぜワクチンの接種を希望する人
◉助成金額
　対象者 1 人につき 1 回のみ（上限 3,000 円）
　※医師の診断の結果、接種できなかった場合の予
　　診料及び検査料等は自己負担となります。
◉申請方法
　医療機関に予防接種費用を全額支払った後、接種
した年度内に、必要書類をお持ちのうえ健康福祉係
へ申請してください。
◉必要書類
　接種したことが分かる書類（接種履歴が記載され
た母子手帳・医療機関から交付された接種済証・領収
書など）と、助成金の振込先口座が分かるもの

おたふくかぜ予防接種

予防接種を受けましょう

　村では、一定の年齢を迎える高齢者の皆様を対象に、
高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の一部を
助成します。対象となる皆様には、４月上旬に予診票
をお送りしていますので、ご確認ください。
◉助成回数は１人１回限り
　自費での接種も含め、過去に接種歴のある人は助
成の対象となりませんのでご注意ください。
◉令和４年度対象者

◉実施期間は４月１日～令和５年３月 31 日
　この期間中に接種できなかった場合、その後の接

種は全額自己負担となりますのでご注意ください。
◉費用
　自己負担額 2,000 円を予防接種時に各医療機関
でお支払いください。（村では 6,326 円を負担。）
◉接種方法
　対象者に郵送された説明文・予診票に記載された
注意事項をお読みのうえ、かかりつけの医療機関に
相談・予約して接種してください。
◉注意事項
　このワクチンは、１回の接種で５年以上免疫が持
続すると言われています。そのため、過去にワクチ
ンを接種した人が５年以内に再接種を行うと、副反
応が強く出ることがありますのでご注意ください。
◉高齢者肺炎球菌ワクチン
　肺炎は、日本人の死因の第３位であり、死亡者の
95% 以上が 65 歳以上の高齢者です。肺炎で一番多
い病原菌は肺炎球菌です。肺炎球菌ワクチンを接種
しておくと、肺炎の予防や肺炎にかかっても重症化
しにくい効果が期待されます。

年　齢
65 歳 昭和 32 年４月２日生 ～ 昭和 33 年４月１日
70 歳 昭和 27 年４月２日生 ～ 昭和 28 年４月１日
75 歳 昭和 22 年４月２日生 ～ 昭和 23 年４月１日
80 歳 昭和 17 年４月２日生 ～ 昭和 18 年４月１日
85 歳 昭和 12 年４月２日生 ～ 昭和 13 年４月１日
90 歳 昭和 ７年４月２日生 ～ 昭和 ８年４月１日
95 歳 昭和 ２年４月２日生 ～ 昭和 ３年４月１日

100 歳 大正 11 年４月２日生 ～ 大正 12 年４月１日
60 歳以上～ 64 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能障害により１級の身体障害者手帳をお持ちの方

【健康福祉係　内線１２７】

高齢者肺炎球菌予防接種

2022.4
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■事業期間を令和４年６月 30 日まで延長します。
■事業内容
　　村内宿泊事業者が宿泊者に対して、宿泊費
　から 3,000 円以上の割引を行った場合に 1 人
　につき 3,000 円の補助＋クーポン券 1,000 円

【商工観光係　内線１３４】

■対象者　
　　新型コロナウイルスの影響により、令和
　3 年 11 月から令和 4 年 3 月までのいずれ　
　かの月が過去 3 年間の任意の同じ月の売上
　より 30％以上減少しているもの。かつ、国
　が行う「事業復活支援金」の交付を受けてい
　るもの。
■給付額　①売上減少率が 30％以上 50％未満

　　　　法人：20 万円　個人事業者：10 万円
　　　　　 ②売上減少率が 50％以上

　　　　 法人：50 万円　個人事業者：20 万円
■受付　　令和４年７月 31 日まで

第 3 次宿泊助成 ・ 木島平村クーポン券

事業復活支援金

　購入した飲食店のみで利用できるプレミアム
付きの食事券を参加飲食店で販売します。
■販売価格　1 冊 3,000 円 ( 額面 5,000 円 )
　　　　　　※数に限りがあります
■使用期間　４月１日～９月 30 日
■参加店舗
　　ポスター掲示または村公式ウェブサイトで
　ご確認いただけます。

　村民に対して、村内参加事業者で使える商品
券 1 人あたり 3,000 円分を 4 月末に配布します。
■使用期間　５月１日～ 10 月 31 日

飲食店応援商品券村民応援商品券

    

お
子
さ
ん
の
修
学
を
支
援
し
ま
す

　
　
　

   　

  

ま
ご
こ
ろ
奨
学
金

◉
ま
ご
こ
ろ
奨
学
金
と
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振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
基
づ
く
預

保
納
付
金
を
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い
、
交
通
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・
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欺

被
害
・
傷
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・
殺
人
な
ど
の
犯
罪
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遭
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的
に
不
安
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。

◉
申
請
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本
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、
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資
の
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払
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が
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短
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大

学
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大
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に
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い
る
か
、

進
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を
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る
方

◉
奨
学
金
を
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る
た
め
の
条
件

○
成
績
は
不
問
で
す
が
、
進
級
ま
た
は

　

卒
業
見
込
み
が
あ
る
か
確
認
を
行
い

　

ま
す
。

○
他
の
奨
学
金
と
の
併
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が
可
能
で
す

　

が
、
併
用
先
の
奨
学
金
制
度
で
は
併

　

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
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◉
申
請
時
期

　

い
つ
で
も
申
請
可
能
。
た
だ
し
申
請

は
郵
送
の
み
受
付
。

◉
お
問
合
せ

　

日
本
財
団　

ま
ご
こ
ろ
奨
学
金
係　

　

電
話
０
３
（
６
２
２
９
）
５
１
１
１

  　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の
助
成

　

村
で
は
、
骨こ
つ
ず
い髄
ま
た
は
末
ま
っ
し
ょ
う梢
血
管
細

胞
の
適
切
な
提
供
と
ド
ナ
ー
登
録
の
推

進
を
図
る
た
め
、
ド
ナ
ー
お
よ
び
勤
務

事
業
所
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

◉
対
象
者　

 

○
ド
ナ
ー　

　

骨
髄
等
を
提
供
し
た
日
お
よ
び
助
成

　

の
申
請
日
に
お
い
て
、
村
内
に
居
住

　

お
よ
び
住
所
登
録
の
あ
る
方

○
勤
務
事
業
所

　

ド
ナ
ー
が
主
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

　

国
内
の
事
業
所

◉
対
象
経
費　
　

○
ド
ナ
ー　

　

骨
髄
等
の
提
供
の
た
め
の
通
院
、
入

　

院
ま
た
は
面
談
の
要
し
た
日
数
１
日

　

に
つ
き
２
万
円
（
上
限
10
日
）

○
勤
務
事
業
所

　

当
該
ド
ナ
ー
が
骨
髄
等
の
提
供
の
た

　

め
の
通
院
、
入
院
ま
た
は
面
談
に
要

　

し
た
日
数
の
う
ち
、
週
休
日
以
外
の

　

勤
務
を
要
す
る
日
数
１
日
に
つ
き

　

１
万
円
（
上
限
10
日
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
９
】
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【子育て支援係　内線１６２】

小学校等入学祝金支給事業

多子出産祝金支給事業

出産祝金支給事業

　

　

　

　

◉対象者　　小学校等（木島平小学校及び特別支援学校の小学部）へ入学した児童を養育する保護者

◉要　件　　①対象児童が小学校等へ入学し、かつその年の５月１日（基準日）に在籍していること

　　　　　　②保護者に村税等の滞納がないこと

◉支給額　　対象児童１人につき 10 万円

◉その他　　対象となる家庭へ村からご案内をお送りします。

◉対象者　　第３子以降となるお子さんが生まれた世帯（対象児の保護者）

◉要　件　　①対象児の出生日から継続して６か月以上村に住んでいること

　　　　　　②保護者に村税等の滞納がないこと

　　　　　　※令和４年４月１日以降に生まれたお子さんが対象です

◉支給額　　対象児１人につき 20 万円

◉その他　　出生から６か月経過後、村からご案内をお送りします。

◉対象者　　お子さんが生まれた世帯（保護者）

◉要　件　　①出生日において保護者が村に住民登録があること

　　　　　　②対象児童の出生日と住民登録された日が同一日であること

　　　　　　③保護者に村税等の滞納がないこと

◉記念品　　次の中から１点、希望の品を贈呈します。

　　　　　　・商品券１万円分（木島平村商工会）

　　　　　　・手づくり積み木１セット（あなたの家のかかりつけの大工さんになりたいな！の会）

　　　　　　・フォトケーキ２回分（パティスリー・レーヴ）

　　　　　　・記念写真撮影１回分（山崎フォトス）

　　　　　　・ステンドグラス振り子時計１台（夢屋ガラス工房）

小学校等への就学準備を支援し、未来を担う児童の健全な
育成を増進することを目的に祝金を支給します。

多子世帯の育児にかかる経済的負担を軽減し、子育てしやす
い環境づくりを推進することを目的に祝金を支給します。

従来事業がリニューアル！お子さんの出生をお祝いし、記念品を贈呈し
ます。記念品は、村のお店や業者の皆様からご協力をいただいています。

　今年度から各種祝金支給事業が始まりました。村で生まれ育つ子ども達の成長を祝い、地
域の皆さんで見守り、応援していきましょう！

令和４年度スタート！祝金支給事業のご紹介

2022.4
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村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
に
対
し
、
お
礼
と
し
て
地
元
特
産
品
な
ど
（
返
礼
品
）

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
「
産
業
の
活
性
化
」、「
地
域
や
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
」

を
よ
り
進
め
る
た
め
、
返
礼
品
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
け

る
村
内
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

ふるさと納税者
（寄附者）

木島平村

事業者①寄附・返礼品選択

木島平村 事業者

④返礼品代金請求

⑤返礼品代金支払

③商品の発送

ふるさと納税　商品発送フロー図

ふるさと納税返礼品

登録事業者を募集

◉
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自

治
体
に
対
す
る
「
寄
附
」
の
こ
と
で
す
。

　

寄
附
に
よ
り
、
自
治
体
は
新
た
な
収
入

を
得
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
は
返
礼
品

を
受
取
り
、
税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
村
が
契
約
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

　

へ
商
品
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。（
広
告
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や
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
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村
が
作
成
し
、
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お
届
け
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ま
す
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伝
票
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成
の
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が
い
り
ま
せ
ん
）
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節
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で
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す
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④
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あ
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期
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な
発
注
が
あ
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す
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村
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
地
場
産
品
に

限
ら
れ
ま
す
。
地
場
産
品
と
は
、「
村
内

で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
も
の
」「
村
内
で

原
材
料
の
主
要
な
部
分
が
生
産
さ
れ
た
も

の
」「
村
内
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
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務

（
サ
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ス
）」
な
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で
す
。

○
21
事
業
者
67
品
目
登
録

　

※
令
和
３
年
度　

新
規
事
業
者
３
者　

　
　

新
規
返
礼
品
６
品
目

【
返
礼
品
の
一
例
】

○
食
品
・
加
工
品
・
村
内
で
調
理
さ
れ
た

　

料
理

○
工
芸
品
・
服
飾
品
・
置
物
・
器
・
絵

○
レ
ッ
ス
ン
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験

◉
返
礼
品
の
登
録
メ
リ
ッ
ト

◉
返
礼
品
の
登
録
状
況

　
　
　
　
　
（
令
和
４
年
３
月
現
在
）

◉
返
礼
品
に
登
録
で
き
る
も
の

返礼品の山ぶどう果汁、日本酒真澄七號
皆様からのご応募をお待ちしています。

依頼書
②返礼品発注・配送依頼
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モロヘイヤスープ・アップル牛ヒレステーキ 150g・
サラダ・木島平米ライス・デザート・コーヒー全６品

口の中でとろけます

オーベルジュ グルービー 木島平村上木島 3278-271

村民応援商品券使えます (5 月 1 日より )

信州牛ヒレステーキランチ

５０００円 ➡ ３０００円 で食べられる
２０００円もお得！！

ステーキの出来上がり炎上げますコロナ対策バッチリ（１日１組２人～８人まで）

口の中でとろけるアップル牛

【完全予約制】

 ランチ  11:30 ～ 14:00

　電話　 0269-82-3678

有 

料 

広 

告

（ ）

   

山
火
事
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う　

◉
山
火
事
（
林
野
火
災
・
枯
草
火
災
）
を
予
防

　

森
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は
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国
土
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保
全
や
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源
か
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ど
私
た
ち
の
生
活
に
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ

る
と
、
そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で

に
は
何
十
年
も
の
年
月
と
多
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
の
不
注
意

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
注
意
で
、
山
火
事
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◉
春
に
山
火
事
が
発
生
す
る
理
由
は

・
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

・
落
ち
葉
や
枯
れ
草
等
が
積
も
っ
て
い
て

　

燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
山
火
事
を
予
防
す
る
た
め
に

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
広
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
強

　

風
時
、
乾
燥
時
に
は
火
を
つ
け
な
い
。

・
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　

使
用
後
は
完
全
に
消
火
確
認
す
る
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
市
町
村
長
の
許
可

　
（
森
林
法
第
21
条
関
係
）
を
必
ず
受
け

　

る
こ
と
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

　

目
指
せ
被
害
ゼ
ロ
！

　
　

  

農
薬
は
責
任
を
も
っ
て

　
　
　
　

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
は
、
病
害
虫
の
防
除
を
す
る
際
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
使
用
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
農
作
物
は

も
と
よ
り
、
周
囲
の
人
や
環
境
に
害
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
を
使
用

す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
適
正

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
農
薬
使
用
時
の
８
つ
の
注
意
点

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

使
用
方
法
を
守
る
。

○
散
布
の
際
に
は
、
周
辺
に
飛
散
し
な
い

　

よ
う
に
十
分
に
注
意
す
る
。

○
農
薬
を
扱
う
際
は
、
防
護
衣
や
マ
ス
ク

　

等
を
着
用
す
る
。

○
薬
液
が
余
ら
な
い
よ
う
に
必
要
量
を
使

　

用
す
る
。

○
散
布
後
は
防
除
機
具
等
の
洗
浄
を
十
分

　

に
行
い
、
洗
浄
水
が
河
川
等
へ
流
出
さ

　

せ
な
い
。

○
誤
飲
・
誤
食
を
防
ぐ
た
め
、
農
薬
を
飲

　

食
物
等
の
別
の
容
器
に
移
し
替
え
な
い
。

○
不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
、
放
置
を
せ
ず

　

専
門
の
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る
な
ど

　

適
切
に
処
分
す
る
。

○
防
除
に
際
し
て
は
、防
除
日
誌
を
つ
け
る
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

2022.4
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【今年のテーマ】
先端技術を活用し木島平村をもっと便利に暮らしやすく！

～住民生活の向上、農業や観光業の発展に必要なこととは？～

　
村では、住民生活の向上や産業の発展のため、政府が推し進める DX（デジタルトランスフォーメー

ション：デジタル技術やデータを駆使して社会や暮らし全体を便利にする大胆な変革）実現も視野

に入れ、先端技術を活用した住みよい村づくりの検討を始めています。

　そこで学生の皆さんには、ＤＸ実現も選択肢の一つとしながら、木島平村をより便利に暮らしや

すくする独創的な提案を考えていただきたいと思います。自由で柔軟な発想を期待します。　

　３月２２日、早稲田大学と村の連携プロジェクト事業である「早稲田大学地域連
携ワークショップ」の最終提案報告会が役場で行われました。
　１３年目を迎えたこの活動は、学部・学年を超えて集まった有志の早稲田大学生
が、自治体が抱える問題について、関係者や住民等との意見交換を図りながら共同
で問題解決に取り組み、解決のヒントとなる活性化策などを村に提案する取り組み
であり、数々の活性化策の提案だけでなく、農村地域の理解増進、関係人口の増加
など、双方にメリットのある取り組みとなっています。今年は新型コロナウイルス
感染防止の観点から学生は来村せず、全工程をオンラインで実施しました。
今年は、１２人の学生が３つのチームに分かれ、２月からインターネット等を活用
した事前調査とオンラインで村内の様々な方からお話を聞いてきました。
　３チームとも、独自性のある提案で、村の DX の推進が期待できる最終提案報告
会となりました。

早稲田大学の学生たちが村の新しい政策を提案

早稲田大学地域連携ワークショップ最終提案報告会

早稲田大学の各チームの提案

『ふう太ショッピング
          　 ＆ネオ夢ひろば』
　買い物に行けない方をターゲット
に村内のあらゆる商品を一括でネッ
ト注文できる「ふう太ショッピング」
の提案と、夢ひろばに顔認証サーモ
メータを設置し、入退室をオンライ
ンで確認するほか、各個人の特技な
どの情報を掲載し、「この人に料理
を教わりたい」など、オンライン上
で確認でき、多世代交流の促進を図
る提案をしました。

『配車アプリ
     きじむーびんぐ』
　公共交通の少ない木島
平村の課題を解決するた
め、「気軽にどこでもだれ
でも利用できる交通サービ
ス」として、利用希望者と
車を所有する人をアプリ上
でマッチングし、一般の方
の車を交通手段として活用
するシステムを提案しまし
た。

『木島平大学』
　誰も取り残さない DX をコン
セプトに、村の人口の約４割を
占める高齢者の方もデジタル活
用ができるよう、段階的に講習
を開催。講師は村の若者とし、
初歩的な操作から最終的には受
講した高齢者の方がオンライン
での郷土料理教室や伝統文化の
継承授業などを若者向けに主体
的に発信できるカリキュラムを
提案しました。

学生チーム名 学生チーム名 学生チーム名

きじまっくす 調査兵団 C チーム
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小
しょうがくいちねんせい

学１年生
めおでとう

ございます

伊東　桃
も も か

香
岩﨑　  翼

つばさ

岡本　成
しげとき

世
荻原　萌

め い

衣
加藤　颯

そ う ま

馬
嘉部ここ菜

な

清沢　  雅
みやび

栗林　佳
よ し の

希
河野　勧

か ん た

大
小林　  楓

かえで

小林　一
かずなり

就
小林　実

み さ

紗

子安　星
せ な

空
齋藤　朝

あ さ ひ

日
佐藤　歩

あ み

実
佐藤　輝

て る ま

馬
實原　一

い ち か

椛
髙原　一

い ち の

乃
髙山　恭

きょうせい

聖
竹内　星

せ い た

太
竹内　晴

は る ま

馬
武田みちる
外山　蒼

そ う た

空
長坂　五

さ つ き

月

森　　夏
な つ ま

馬
山浦　拓

た く ま

真
山浦ひかり
山田　蒼

あ お い

依

中村　橙
と う た

太
祢津　  湊

みなと

三橋　叶
か な た

拓
宮島　莉

り さ

沙

山田　陸
り く と

翔
湯本　愛

あ い る

琉
湯本　美

み ひ ろ

尋
芳川祥

しょうたろう

太郎

　今春、木島平小学校に入学した 36 人の児童の皆さんを紹介します。小学校で楽しい思い出をたくさん
作ってくださいね。（掲載は 50 音順、敬称略）

シ
リ
ー
ズ　

コ
ミ
ス
ク
⑬

　

３
月
上
旬
、
今
年
度
最
後
と
な
る

第
５
回
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
木
島
平
小
・
中
学

校
か
ら
、
令
和
３
年
度
の
自
己
評
価

結
果
の
共
有
に
始
ま
り
、
小
・
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
運
営
の
重
点
と

全
体
構
想
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
学

校
運
営
協
議
会
の
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
自
己
評
価
に
つ
い
て

の
学
校
側
か
ら
の
視
点
と
し
て
、

様
々
な
場
面
で
他
学
年
と
の
交
流
に

制
限
が
あ
り
苦
し
い
状
況
だ
っ
た
こ

と
、
保
護
者
の
参
観
も
中
止
に
な
る

な
ど
家
庭
連
絡
に
課
題
が
あ
っ
た
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
か
ら
は
「
あ
り
が

と
う
」
な
ど
の
声
か
け
を
含
む
挨
拶

の
推
進
を
地
域
に
も
広
げ
た
い
、
た

て
割
り
清
掃
も
復
活
さ
せ
た
い
、
と
い

っ
た
思
い
が
あ
る
こ
と
、中
学
校
で
は
、

生
徒
会
活
動
に
力
を
入
れ
た
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
広
げ
た

り
、
小
中
一
貫
の
木
島
平
村
教
育
の
特

色
を
意
識
し
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

全
体
構
想
で
は
、
保
育
園
と
の
繋
が

り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
、
今
後
保
育
園
も
含
め
て
、
ふ
る
さ

と
木
島
平
村
に
愛
着
を
持
て
る
子
ど
も

を
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
育
て
る
、「
学

び
の
共
有
」
を
大
事
に
す
る
と
い
う
理

念
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
学
校
運
営
の
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
ご
質
問
や
ご
要
望
、
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

2022.4
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健　康

だより

生
活
習
慣
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

保健師
滝沢未

み く

来

健康福祉係
内線１２７

生活習慣病に気をつけましょう

生活習慣病は自覚症状がほとんどありません。

　メタボリックシンドロームは、内
臓脂肪の蓄積に加えて、「脂質異常」

「高血糖」「高血圧」のうち 2 つ以
上該当した状態を言います。
　メタボリックシンドロームは動脈
硬化を促進させ、心筋梗塞や脳梗塞
を引き起こす危険性があります。

脳や心臓、血管などを傷つけてしまいます。

気づかないうちに進行すると…

➡

　生活習慣病もメタボリックシンドロームも食事や運動などの生活習
慣を見直し、治療に前向きに取り組むことで予防することができます。
　また、健康診断を受けることで生活習慣病を早期に発見することが
できます。ぜひ村の健診を受けてください！！
　次号からは、それぞれの病気について詳しく見ていき
ましょう。

　以前、成人病と呼ばれていた糖尿病、高血圧、脂質異常症などの疾患を、現在
は生活習慣病と呼んでいます。これらの疾患は偏った食習慣、運動不足、喫煙、
過度の飲酒、過度のストレスといった生活習慣の乱れが原因で起こり、放置すれ
ば、脳卒中や心筋梗塞など重大な病気の発症につながることが知られています。
　そして、生活習慣を改善することで、これらの病気の進行を抑制し予防できる
と考えられることから、生活習慣病という名前が付けられました。

　生活習慣病の話をすると、メタボリックシンドロームについても聞くことが多
いのではないでしょうか。

生活習慣病とは

メタボリックシンドロームとは
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食で健康！おすすめレシピ

エネルギー (1 人分 )：153kcal、食塩相当量：0.6 ｇ

「春キャベツのカレーシュウマイ」

　

３
月
に
セ
ッ
ト
健
診
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。
期
限
内
の
提
出
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
あ
わ
せ
て
健(

検)

診
の
受
診
勧

奨
を
行
い
ま
し
た
。
各
地
区
の
健
康
実

態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
多

く
の
方
に
健(

検)

診
を
受
診
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

受
け
よ
う
！
が
ん
検
診

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
が
ん
は
、
村
の
検
診
で
早
期

発
見
で
き
ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
て
か

ら
で
は
治
療
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
自
身
や
大
切
な
人
の
た
め
に
も
が

ん
検
診
を
受
け
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

村
で
は
５
・
６
月
か
ら
婦
人
科
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。
今
月
か
ら
２
回
に
分
け

て
婦
人
科
検
診
の
紹
介
を
し
ま
す
。

◉
子
宮
頸け
い

が
ん

　

子
宮
の
入
口
に
で
き
る
の
で
、
検
診

で
発
見
さ
れ
や
す
い
が
ん
で
す
。20
代
、

30
代
に
増
え
て
い
ま
す
。
原
因
の
95
％

以
上
が
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

の
感
染
で
す
。
初
期
は
ほ

と
ん
ど
無
症
状
で
、進
行
す
る
に
つ
れ
、

月
経
以
外
の
出
血(

不
正
出
血)

や
性

交
時
の
出
血
、
お
り
も
の
の
変
化
、
腰

痛
、
腹
痛
な
ど
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
れ
ば
比
較
的
治
療
し

や
す
く
予
後
は
良
い
で
す
が
、
進
行
す

る
と
治
療
が
難
し
い
た
め
、
早
期
発
見

が
極
め
て
重
要
で
す
。
検
診
を
定
期
的

に
受
診
し
少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
早
め
に

婦
人
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◉
受
診
で
き
る
検
診

①
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
集
団
検
診

②
医
療
機
関
で
行
う
個
別
検
診

○
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

※
健
康
保
険
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
ど

　

な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

○
検
診
料
金　

１
５
０
０
円

　　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
健
康

福
祉
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　キャベツはビタミンＣが豊富で、風邪予防や
疲労回復、肌荒れなどに効果が期待できます。
　ビタミンＣは熱に弱く水に溶けやすいので、
生食やスープでとると効率よくとれるのでおす
すめです。　　　

〈作り方〉
①春キャベツは軸の固いところを薄く削ぎ、葉を千切
　りにする。塩をまぶし、水気が出てきたら絞る。
②玉ねぎとキャベツの軸はみじん切りにする。
③ボウルに豚ひき肉、②、生姜、調味料を入れ、粘り
　が出るまで混ぜ、片栗粉を加えてさらに混ぜる。
④一口に丸めて、①のキャベツを全体につける。上に
　コーン ( 茹でた枝豆等 ) をのせる。
⑤フライパンにクッキングシートをしき、④を並べる。
　水 100㏄を入れて中火で加熱する。沸騰してきた
　ら蓋をして、肉に火が通るまで 8 ～ 10 分くらい蒸
　したら完成。　　　　　【健康福祉係　内線１２７】

〈材料 /4 人分〉
・春キャベツ‥‥‥1/4 玉
・豚ひき肉‥‥‥‥200g
・玉ねぎ‥‥‥‥‥1/4 個
・すりおろし生姜‥小さじ 1
・片栗粉‥‥‥‥‥大さじ 1

・コーン‥‥‥‥‥お好み
( 枝豆、グリンピース等でも可 )
・しょうゆ‥‥‥‥小さじ 2
・酒‥‥‥‥‥‥‥小さじ 1
・ケチャップ‥‥‥小さじ 1
・カレー粉‥‥‥‥小さじ 2

2022.4
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　お困りの際は地域包括支援センターへご相談ください。
　★健康福祉係　内線 126・128
　★直通電話　　0269（82）4771

村で行われている介護予防事業をご紹介します

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

いきいき広場 ミニデイサービス

お気軽にご参加ください楽
らく

・ 楽
らく

 貯
ちょきん

筋教室

【みんなで一緒に楽しもう！】

　住み慣れた地域の仲間と、体操やゲー

ムで身体を動かしたり、いろんな活動を

通して脳を活性化させましょう。自分は

元気だから大丈夫という方は、ボラン

ティアとして参加してみませんか？

【愛称は‟なごみサークル”です】

　ミニデイサービスは、“介護が必要な

ほどではないけれど少し心配” という方

が、家族以外の人と話をしたり、家の外

に出て活動することで、元気になるため

の教室です。

【できることから身体を動かそう！】

　いつまでも自分の足でしっかり歩ける

ように、楽しく手軽にできる運動で筋肉

を貯筋しましょう。

　村では様々な介護予防の事業を行って

います。自分にあったものを見つけて、

いつまでも元気に暮らしていきましょ

う。

　事業の詳しい内容や日程などは、地域

包括支援センターまたは社会福祉協議会

（電話 0269（82）4888）までお気

軽にお声がけください。

◉開催日時
　各地区月 1 回　9：30 ～ 11：45
◉会場　　各地区の分館
◉利用料　1 回 300 円
※今年度は、穂高地区・往郷地区・上
　木島地区ごとの合同開催も計画して
　います。

◉開催日時
　毎週火・金曜日　10：00 ～ 15：00
◉会場　　保健センターリハビリ室
◉利用料　1 回 400 円、食事：600 円
※必要な方には送迎があります

◉開催日時
　穂高地区・往郷地区・上木島地区ご
　とに毎月 3 回　14：30 ～ 15：30
◉会場　　若者センター研修室
◉利用料　1 回 100 円
※必要な方には送迎があります
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大回転

クロスカントリー

◆ SAN 公認　
　第 24 回木島平クロスカントリー競技大会　
　（リレー）
　◉中学生男女ミックス 2.5 ｋｍ×４
　　3 位　木島平中学校Ｂ
　　　　　山田　桃

も も こ

子（1 年　柳久保）
　　　　　山本　生

い ぶ き

吹（1 年　中町）
　　　　　森　　美

み こ

心（1 年　中町）
　　　　　鈴木　士

と あ

愛（1 年　中町）
　　5 位　木島平中学校Ａ
　　　　　和田　亜

あ み

海（1 年　西町）
　　　　　小田切　丈

じょう

（2 年　中町）
　　　　　髙橋　実

み ら

楽（3 年　柳久保）
　　　　　島﨑陽

よういちろう

一朗（3 年　内山）

　（個人）
　◉小学生 1･2 年男子　１km クラシカル
　　10 位　石川　蓮

は す ま

麻（1 年　西町）
　◉小学生 3･4 年女子　2.5km クラシカル
　　10 位　森 　あん（３年　中町）
　◉ 中学女子　３km クラシカル
　　2 位　山田　桃子
　　4 位　髙橋　実楽
　◉高校・一般男子　５km クラシカル
　　3 位　山田　琢

た く や

也（ALP SKI TEAM　柳久保）
　◉壮年男子 30 歳以上　３km クラシカル
　　1 位　岡　　利

と し や

哉（木島平ジュニアジャン
　　　プクラブ　スキー場出身）
　　3 位　仲山　義

よしたか

敬（木島平ジュニアジャン
　　　プクラブ　中町）

　◉壮年女子 45 歳以上　３km クラシカル
　　2 位　漆畑由

ゆ き こ

紀子（Mybra XC-Ski　スキー場）
　◉壮年男子 45 歳以上　３km クラシカル
　　1 位　桜田　　孝

たかし

（Mybra XC-Ski　スキー場）
　
◆第 42 回木島平ジュニア大回転スキー競技大会
　◉３年女子
　　4 位　山浦さくら（内山）
　　5 位　小林　明

あ か り

莉（北鴨）
　◉４年男子
　　5 位　関　　源

げんせい

晟（西町）
　◉５年女子
　　7 位　嘉生　桃

も も

々（南鴨）
　◉５年男子
　　7 位　山浦　龍

りゅうと

斗（内山）

３月開催　村スキー大会結果
　3 月 19・20 日に第 24 回 木島平クロスカントリースキー競技大会が、21 日に第 42 回木島平ジュ
ニア大回転スキー競技大会が開催されました。クロスカントリー競技大会は、新型コロナウイル
ス感染症の影響で、例年より約 1 か月延期しての開催となりました。大会の結果は下記のとおり
です。※紹介は中学生以上６位、小学生は 10 位まで。選手名は敬称略。　　　　　　

　　【生涯学習係　電話０２６９（８２）２０４１】

2022.4
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

　村では、家庭の大切さや家族の在り方について
見つめ直すための一つのきっかけとして、各家庭
や一人ひとりが家庭で過ごす時間に意識を向け、
心豊かで明るい家庭生活を育んでいけることを目
指し、「家庭の日」を推進しています。
　子育てに対する社会の理解を深めるとともに、
子どもと家庭を大切にする社会づくり、子育てし
やすい村づくりを進めていきます。
　慌ただしく過ぎていきがちな日々ですが、月に
一度、いつもよりも少
し家庭や家族を意識し
た一日を過ごしてみま
せんか。４月の家庭の
日は 17 日（日）、
５月は 15 日（日）です。

【子育て支援係　内線１６２】

4 月 13 日より、長野県では、太陽光パネル・蓄電池を県民みんなでおト
クに購入する共同購入の参加者の募集を開始しています。2 回目を迎える

「みんなのおうちに太陽光」、県民の皆様に、日々の生活に使う電気を自宅
の屋根で発電できる太陽光パネル、そして発電した電気を夜間も有効に活
用し災害時にも役立つ蓄電池を安心して導入できる機会として提供しま
す。おうちでできる SDGs ！この機会におトクに購入しませんか！？

長野県で『太陽光パネル・蓄電池』の共同購入  参加希望者募集中
グループパワーで、かしこくチョイス。
未来へつなぐおトクな一歩。 参加登録期間　4 月 13 日～ 8 月 31 日

【お問合せ】
長野県　みんなのおうちに太陽光事務局
電話 0120（698）300
受付時間：10：00 ～ 18：00（土・日・祝日除く）

【ウェブサイトでもご確認いただけます】
https://group-buy.jp/solar/nagano/home

（説明会のご案内）オンライン説明会を実施します。

専用ウェブサイト上で、共同購入のことがよくわかる資料をご提供します。

シ
リ
ー
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
③

もったいない情報

【生活環境係　内線１２１】

エコパーク寒川
燃える

ごみ処分量
令和４年３月 令和３年３月 前年同月比

74,640kg 78,230kg 95%

燃えない
ごみ処分量

令和４年３月 令和３年３月 前年同月比

4,380kg 5,420kg 81%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

譲ります
・木製つみき（未満児用）
・猫用トイレ（上から入るプチタイプ）

譲ってください

・今月分はありません

譲りたい、譲ってほしい品物がある方は、ご連絡く
ださい。掲載から３か月以上経過したものはふう太
ネットでご確認ください。
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シ
リ
ー
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
③

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
知
ろ
う

◆
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
が

ス
タ
ー
ト

◆
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

　

リ
サ
イ
ク
ル
）
＋Renew

able

　
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
）

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
魚
を
食
べ
た
場
合
、

私
た
ち
人
間
の
体
の
中
に
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
知
ら
な
い
う
ち
に
蓄
積
さ
れ
る
と
い

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ま

ま
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
増
え
続
け
た
場

合
、
２
０
５
０
年
に
は
魚
の
量
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
１
日
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
）」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
、
消
費

者
の
役
割
分
担
は
、

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
使
用
の
合

　

理
化
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

　

廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
を
市

　

区
町
村
及
び
事
業
者
双
方
の
回
収
ル
ー

　

ト
に
適
し
た
分
別
を
し
て
排
出
す
る
こ
と

③
認
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
を
使
用

　

す
る
こ
と

　

に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
役
割
分
担
は
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製

品
廃
棄
物
の
分
別
収
集
、
再
商
品
化
そ
の

他
の
国
の
施
策
に
準
じ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
努
め
る
よ
う
定
め
ら

れ
、
国
を
あ
げ
て
更
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
問
題
は
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
燃
や
さ
れ
る
と
き
に
発
生

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
な
ど
気
候
変

動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
に

は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど
を

持
ち
歩
く
（
リ
デ
ュ
ー
ス
…
減
ら
す
）、

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
は
詰
め
替
え
可
能
ボ

ト
ル
を
使
う
（
リ
ユ
ー
ス
…
再
使
用
）、

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た

も
の
を
購
入
す
る
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
…

再
生
可
能
資
源
へ
の
代
替
）
な
ど
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資

源
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
も
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
限
ら
ず
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
し
、
次
世
代
に
豊
か
な
環
境

を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
ご
み
の

削
減
、分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
と
し
て
、
近

年
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
「
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
軽
く
て
丈
夫
で
持

ち
運
び
し
や
す
く
加
工
し
や
す
い
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生

活
の
様
々
な
製
品
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
使
い
捨
て
に
さ

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
ポ

イ
捨
て
さ
れ
た
り
、
屋
外
に
放
置
さ
れ
る

と
、
雨
や
風
に
よ
っ
て
川
に
入
り
、
海
に

流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
海
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は
陸
か
ら
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
す
。

　

海
に
流
れ
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

で
、
波
な
ど
で
削
ら
れ
５
ミ
リ
以
下
に
な

っ
た
も
の
は「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、
魚
や
貝
な
ど
が
エ
サ
と

間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
消
化
さ
れ
な
い
た

め
、
魚
な
ど
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
き

2022.4



30

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269（82）4137

　

４
月
に
な
る
と
新
た
な
仕
事
や
レ

ジ
ャ
ー
で
外
出
す
る
機
会
が
増
え
、
不

慣
れ
な
道
路
を
車
で
通
行
し
た
り
、
村

内
に
観
光
客
な
ど
の
県
外
車
両
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
道

路
で
の
信
号
や
標
識
の
見
落
と
し
に
よ

る
出
会
い
頭
の
事
故
、
渋
滞
す
る
道
路

で
の
追
突
事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、

運
転
に
集
中
し
譲
り
合
い
の
心
で
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
高
速
道
路
を
運
手
す
る
際
の
注
意
事
項

○
制
限
速
度
を
守
り
、
車
間
距
離
を
長

　

め
に
空
け
、
安
定
し
た
速
度
で
走
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
、「
高

　

速
道
の
三
原
則
」を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
高
速
道
路
に
立
た
な
い

・
車
内
に
残
ら
な
い

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
外
側
な
ど
、
安
全

　

な
場
所
に
避
難
す
る

◉
観
光
地
周
辺
の
注
意
事
項

春
の
行
楽
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

　

令
和
３
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス
ク

を
下
げ
る
た
め
、
３
年
生
と
保
護
者
の
方

１
名
、
在
校
生
の
代
表
者
お
よ
び
職
員
の

み
で
挙
行
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
最
後

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、
担
任
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
言
葉
を
添
え
て
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
や
農
林
祭
（
文
化
祭
）、

収
穫
祭
な
ど
の
様
々
な
行
事
を
通
し
て
お

互
い
の
絆
を
深
め
合
い
、
各
教
科
の
授
業

に
お
い
て
色
々
な
体
験
を
す
る
中
で
自
ら

の
可
能
性
と
地
域
の
魅
力
等
を
知
り
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く
、
様
々
な
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
校
職
員
一
同
、
卒
業
生
が
新
た
な
世

界
で
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
終
業
式
・
離
任
式
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
も
様
々
な
行
事
や
活

動
に
制
約
が
生
じ
た
り
中
止
に
な
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
実
施

に
向
け
て
色
々
な
方
策
を
模
索
し
、
地
域

の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
生
徒

の
学
び
が
広
が
り
充
実
し
た
１
年
で
し
た
。

　

常
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た
工
夫
が
必
要
な

の
か
を
生
徒
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
考

え
、
互
い
に
成
長
で
き
た
１
年
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
と
の

戦
い
が
続
き
ま
す
が
、
全
校
一
丸
と
な
っ

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

離
任
式
で
は
、
７
名
の
職
員
が
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
新
た
な
勤
務
地
で
も
ま
す

ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

株
式
会
社
藤
巻
建
設
様
が
、
長
野
信
用

金
庫
の
「
地
域
み
ら
い
応
援
私
募
債
」
を

活
用
し
、
顕
微
鏡
２
台
を
本
校
に
贈
呈
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域
み
ら
い
応
援
私
募

債
は
、
地
域
の
み
ら
い
を
担
う
学
校
・
団

体
等
を
支
援
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
応
援
す
る
た
め
の
寄
附
機
能
が
付
い
た

私
募
債
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
地
域
の
学

校
と
し
て
本
校
に
寄
附
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

藤
巻
建
設
様
に
は
本
校
の
卒
業
生
が
数

名
就
職
し
て
お
り
、
頼
も
し
く
働
い
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
農
業
や
理
科
の

学
び
を
通
し
て
、
新
た
な
発
見
な
ど
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
理
解
を
深
め
、

将
来
学
習
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
地
域
で

貢
献
で
き
る
よ
う
、
頂
戴
し
た
顕
微
鏡
を

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

卒業式

終業式 ・ 離任式　

㈱藤巻建設様より
顕微鏡２台贈呈
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○
不
慣
れ
な
土
地
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ
し

　

た
り
、焦
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

　

事
故
な
く
目
的
地
に
着
く
た
め
に

　

も
、
落
ち
着
い
た
運
転
を
心
が
け
ま

　

し
ょ
う
。

○
わ
き
見
運
転
は
危
険
で
す
。
車
間
距
離

　

を
十
分
に
と
り
、
運
転
に
集
中
し
ま

　

し
ょ
う
。

　

令
和
４
年
度
警
察
行
政
職
員
（
大
卒

程
度
）、
試
験
区
分
は
行
政
・
鑑
識
法

医
の
採
用
試
験
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
長
野
県
内
で
働
き

た
い
方
、
転
職
す
る
方
な
ど
の
お
申
し

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
お
気
軽
に
飯
山
警
察
署
ま
た

は
木
島
平
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◉
募
集
期
間　

５
月
18
日
（

水
）

ま
で

令
和
４
年
度
長
野
県
警
察

行
政
職
員
採
用
試
験
募
集
開
始

飯　山　市
なちゅらる寄席　4 回シリーズ第１回

三遊亭ときんワンコイン落語
おぼろ月夜の館　- 斑山文庫 –

真
ま わ れ

和禮　はと車展
　出演はすべて真打による本格派。各回ともワンコイ
ン（500 円）で 1 時間ほどの落語をお気軽にお楽しみ
ください。
◉日　時　5 月 29 日（日）13:30 開演（13:00 開場）
◉入場料　500 円（全席自由）
◉場　所　
　飯山市文化交流館なちゅら小ホール
◉プレイガイド　
　飯山市文化交流館なちゅら
　（電話予約可 0269（67）0311）
◉発売日　４月 23 日（土）
◉主　催　飯山市／飯山市教育委員会

野沢温泉村
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交
流
推
進
員
の
宮
島
絢け
ん
と冬
で
す
。

　

先
月
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
花
火
は
ご

覧
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
打
ち
上
げ
の

１
時
間
前
ま
で
雨
風
が
強
く
心
配
で
し
た
が
、

無
事
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
今
後
も
様
々
な
交
流
を
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。（
実
際
の
花
火
の
映
像
は

村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

　

さ
て
、
今
回
は
深
大
寺
自
然
広
場
内
に
あ

る
「
野
草
園
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
野
草
園
は
、
昭
和
56
年
に

整
備
が
行
わ
れ
、
昭
和
59
年
か
ら
一
般
公
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

広
さ
約
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
野
草

園
の
中
に
、
多
摩
地
区
に
昔
か
ら
自
生
し
て

い
る
草
花
を
中
心
に
集
め
、
そ
こ
か
ら
保
護

を
目
的
と
し
た
育
成
管
理
を
行
い
、
増
殖
、

繁
殖
を
重
ね
て
現
在
で
は
自
生
種
を
含
め
て

約
３
０
０
種
１
万
本
以
上
の
草
花
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
10
月
ま
で
の
開
園
期
間
の
な
か

で
、
四
季
折
々
の
草
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
の
時
期
だ
と
カ
タ
ク
リ
の
花
が

見
頃
を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
夏
に
は
ガ
ク

ア
ジ
サ
イ
、
秋
に
は
ギ
ボ
ウ
シ
や
オ
ミ
ナ
エ

シ
等
の
草
花
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
な

の
で
、
ま
た
散
策
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　野沢温泉村のはと車は、昭和中ごろに一大ブーム
を起こし、村を代表する産品の一つになりました。
今回の展示では、はと車の歴史を再確認し、作品を
一堂に集めて展示します。
◉期　　間　6 月 26 日 ( 日 ) まで
◉開館時間　午前 9 時～午後 5 時
◉休館日　月曜日
◉入館料　大人 300 円
　　　小中学生 150 円
◉お問合せ
　おぼろ月夜の館
　電話　0269（85）3839

2022.4

若槻 徳
のりみち

道

木 島 平 村
駐 在 所

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
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４月
15

金
　

公
民
館
合
同
部
員
会
18
時
30
分
～

16

土
　

17

日
　

消
防
団
入
団
式　

9
時
～

　

家
庭
の
日

18

月
　

木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
総
会　

17
時
～

19

火
　

狂
犬
病
予
防
注
射

20

水
　

狂
犬
病
予
防
注
射

21

木
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

22

金
　

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
～

　

社
会
人
権
同
和
教
育
専
門
指
導
員
会　

20
時
～

23

土
　

狂
犬
病
予
防
注
射　

24

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
12
時

25

月
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

26

火
　

27

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

　

消
防
団
幹
部
会
・
部
長
会　

19
時
～

28

木
　

議
会
臨
時
会

29

金
　

消
防
団　

観
閲
式

30

土
　

昭
和
の
日

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

村税等の口座振替日は４月 25 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

【消費者の会（生活環境係）   内線１２１】

※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。
【政策情報係　内線１１４】

有 

料 

広 

告

持続可能なエコ活動　Vol.4

【捨てる前にひと工夫】
①綿のブラウス、シーツ
　15cm × 15cm ぐらいにカットし、箱などにスト
　ック→ティッシュやキッチンペーパー代わりに使
　ってみてはいかが？
②タンスのこやしのブラウスなど
　袖部分を利用して→アームカバーにして畑仕事や
　水仕事に使ってみてはいかが？

捨てればゴミでも使えば資源に！

社協関係の行事は 49 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

　インターネット通販での

　　　　　　　　トラブルに注意
【相談事例】
　インターネット通販で自転
車を注文し、指定口座に代金
を振り込んだが、いくら待っ
ても商品が届かない。メール
で問い合わせても返信がなく、電話も繋がらない。
注文したサイトもなくなっている。

【アドバイス】
　何度もメールで問い合わせをしたにも関わらず、
メールの返信がないことや、電話で連絡が取れない
ことから詐欺の可能性が高いと思われます。このよ
うな場合は、最寄りの警察署に相談してください。

【インターネット通販における注意のポイント】
　・住所が番地まで記載されていない。
　・連絡先がメールアドレスだけで、電話番号が記載
　　されていない。
　・支払い方法が、個人名義の銀行振込だけである。
　・不自然な日本語表現がある。
　・販売価格が大幅に値引きされている。

【生活環境係　内線１２１】
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村
税
等
納
期
限

５月
1

日

2

月

3

火
　

4

水

5

木

6

金
　

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
村
支
部
定
期
大
会　

17
時
～

7

土

8

日
　

樽
滝
落
水　

8
時
30
分
～
15
時　

9

月

10

火
　

緑
化
苗
木
頒
布
会　

10
時
～

11

水
　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
12
時

12

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

13

金
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～　

14

土
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
窓
口　

9
時
～
12
時

15

日
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
窓
口　

9
時
～
12
時

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

広
報
配
布
日

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 1 0 27 野沢温泉村 0 0 21 その他 0 0 5

飯山市 1 0 104 栄村 1 0 13 《合計》 3 0 170

件 件 件 件 件件 件件 件３月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉四種混合：4 月 25日㈪
◉Ｂ型肝炎・ロタウイルス
　　　　　　　  　 ：5 月 9 日㈪
　ロタウイルスの対象：

令和 3 年11月生
うまれ

～令和 4 年 2 月生
◉ヒブ・肺炎球菌：5 月16 日㈪

日にち：5 月11日㈬
受付：13：15 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和 4 年 1月生～ 3 月生

日にち：5 月12日㈭
時間：9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
◉日にち：4 月 20 日㈬
　対象：平成 31年 3 月生
　　　   令和 2 年 3・9 月生
　　　   令和 3 年 4・9・12 月生
◉日にち：5 月18 日㈬
　対象：平成 31年 4 月生
　　　   令和 2 年 4・10 月生
　　　   令和 3 年 5・10 月生
　　　   令和 4 年 1月生

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家
庭に、おひさま保育園のプレイルー
ムを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：30 ～ 11：30

予 防 接 種

子ども健康相談

約束ね　ゆびきりげんまん　火の始末

【４月 20 日㈬～５月 19 日㈭】

場所：おひさま保育園プレイルーム
※新型コロナ対策として、検温を
　してからご参加ください。また、
　新型コロナの影響により中止する
　場合があります。
◉ 4 月 22 日㈮　9：45 ～
　「外遊びを楽しもう！」
　天気が良ければ園庭を開放します。
◉ 4 月 26 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　離乳食を紹介します。
◉ 5 月10 日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び」
　季節の製作を楽しみましょう。
◉ 5 月17 日㈫　9：45 ～
　「ケヤキの森公園へお散歩に行こう」
　天気が良ければケヤキの森公園へ
　出かけます。帽子やベビーカー、水
　筒をお持ちください。

おひさま教室

おひさま広場

乳幼児健診

た人
権
か
る
た

す
け
よ
う　

一
人
に
な
っ
て
る　

友
だ
ち
を

乳児整形検診
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